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　第9回　  プラズマディスプレイパネル（PDP）

にし お とし ひこ

（有）ケイ企画 代表取締役 ／（株）エム・システム技研 顧問　西  尾　壽 彦

　これまでにも述べてきましたが、

ハイテク技術を駆使した成果とし

て、世界的にも日本固有の技術分

野として確立されたLCD、DVD、

PDPは、その微細加工工程の中で

の乾燥、硬化、焼成、アニール等

の熱処理がキーテクノロジーであ

るといわれています。我々温度計

測に携わる技術者にとっては、今

日では、かつての製鉄工業などの

熱産業よりもはるかに身近かな産

業となってきたもので、身近な日

常商品になっています。すでに広

く普及し、解説されてはいますが、

多少温度のお話を交えてご紹介し

ます。

1．プラズマディスプレイの原理

　大型テレビ画面として普及しは

じめたプラズマディスプレイは、

気体放電を用いた表示デバイスで

す。放電で発生する電離気体をプ

ラズマと名付けたものです（ギリ

シャ語）（図1参照）。「鋳型でかた

ちを創る」という意味であり、放

電管内にできる電離イオンが管内

全空間を満たす性質をもつことが

この名前の由来だそうです。

　太陽は巨大な高温核融合炉であ

り、内部は完全に電離したプラズマ

状態になっています。月や惑星など

を除いて、夜空に輝く星のほとんど

もプラズマです。宇宙はプラズマで

充満しています。PDPで用いている

放電は、照明用の蛍光灯の中の放電

と同種のものです。正確にいえば低

気圧グロー放電です。カラーPDP

は、まず気体放電で紫外線を生成

し、この紫外線を赤色、緑色および

青色発光の蛍光材料に照射して、人

間が見ることができない紫外線を可

視光線にカラー変換します。蛍光体

は波長変換物質といえます（表1）。

レントゲン写真で X 線をシンチ

レータと呼ばれる物質に当てて可視

光に変換し、写真フィルムに撮影し

ているのと似ています。

2．パネル製造のプロセス

　PDP製造プロセスの詳細説明は

割愛しますが、図2にその概要を

示します。

　製品品質および生産歩留まりに最

も大きく影響するため、メーカー各

社が大変苦労し、種々工夫改良を重

ねているのは「蛍光体塗布」工程で

す。パネルのカラー発光面である背

図1　固体、液体、気体、プラズマ

図2　DCパルスメモリ型プラズマ　
　　 ディスプレイパネルの製造工程

図3　厚膜印刷法による蛍光体層の形成
　　　（H.Fujii.et al., SID int. Symp. Digest
　　　 Tech. Papers. p. 728（1987）より）
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表1　種々のディスプレイと発光現象
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　　　名　　称 略　　称 発光原理�

プラズマディスプレイ PDP（plasma display panel）
 単 色 表 示：気体が電子衝突により発光�

  カラー表示：放電の紫外線で蛍光体を励起�
ブラウン管 CRT（cathode ray tube） 熱電子を高速に加速して蛍光体を励起�
蛍光表示管 VFD（vacuum fluorescent display） 熱電子を低速に加速して蛍光体を励起�
電界放射ディスプレイ FED（field emission display） 電界放射電子を中速に加速して蛍光体を励起�
ELディスプレイ EL（electroluminescence） 電界で発生した電子－ホールの再結合で発光�
発光ダイオード LED（light emitting diode） 電流で発生した電子－ホールの再結合で発光�
液晶ディスプレイ LCD（liquid crystal display） 偏光特性を変えて外光の透過をコントロール�
エレクトロクロミックディスプレイ ECD（electrochromic display） 化学反応で色を変えて表示�
CRT投射型 CRT projection display CRTの発光をレンズで拡大、投射�
LCD投射型 LCD projection display LCDを透過した光をレンズで拡大、投射�
DMD投射型 DMD（digital micromirror device） マトリクス状微小鏡で反射、投影�
�



5Vol. 10　No. 1

著�者�紹�介�

西  尾　壽  彦�
（有）ケイ企画 代表取締役／�
（株）エム・システム技研 顧問�
  （FAX No．045-984-1632）�

面基板の障壁（図3、図4参照）に平

行面で均一に蛍光体を塗布する技術

は、蛍光体吸収波長である赤外線に

よる蛍光体の乾燥および焼成の巧拙

に大きく依存しています。図5に示

した温度プロファイルも大変厳密な

ものです。40インチ以上の大型パネ

ルのガラス基板としては、従来の

ソーダガラスや白ガラスは使用でき

ず、高価ではあるが大変優れものの

PD200という熱処理特性上、有効な

ガラスが使用されています。

3．PDPの普及

　35年前に発明されたPDPは、液

晶やCRTと比べて輝度が低く製品

寿命が短く、改良見通しも十

分でないため、将来性はあまり評

価されていなかった製品です。そ

れにもかかわらず、この10年間、社

会的需要・要求からフラットパネ

ルディスプレイの研究開発・生産

技術は著しく発展してきました。

PDPも当初の欠点がすべて解決さ

れ、寿命、輝度、コントラスト、視

野角、消費電力などについて、今や

CRTにより近い画像を目標とする

実用化段階にあります。液晶は小

型パネル、PDPは大型パネルと需要

の住み分けも明確になりました。

当初は1インチ当たり4万円でも採

算がとれなかったものが、最近は1

インチあたり

2.5 万円（42 イ

ンチで 100 万

円）になってい

ます。1インチ

1 万円になれ

ば、需要は世界

表2　LCDとPDPの比較

表3　PDPの用途別開発動向

図5　パネル封着温度プロファイル

図4　サンドブラスト法による蛍光体層の形成
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図6　PDP関連業界

的に見て急拡大する見通しです。

コストダウンと技術改良をうなが

す大量生産体制を維持できるよう

に、大型画面の需要環境を整える

ことが重要な段階になりました。

PDPは日本のお家芸であり、その経

済的効果が楽しみです。

　表2、表3、図6はLCDとの比較、

用途別開発動向、関連業界を示し

ています。参考にしていただけれ

ば幸いです。　　　　　　　 　■
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関連業界  多い LCDに比して少ない�
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 ・モニタサイズのLCDのラインは、　ラインを稼働�
 　先行メーカーが稼働 ・他社は、投資の最中�
主要応用分野 OA機器 AV機器�
（資料）日債銀総合研究所産業調査部作成�

（資料）日債銀総合研究所産業調査部作成�

  　PDP採用の主な理由�
�応  用  分  野 用　途　例

�
�
 ・観光バスのテレビ ○  ○ ○ ◎  �
交  通  機  関 ・駅のホーム監視用ディスプレイ ○  ○ ○ ◎�
 ・駅の時刻表＋広告用ディスプレイ ○  ○ ○  ◎�

アミューズメント
 ・パチンコホールの新台および 

◎  ○�
 　出玉情報表示用ディスプレイ�

医　　　　   療
 ・医療機関内情報表示用ディスプレイ ○  ○ ◎ 　（○）�

 ・順番表示用ディスプレイ�

金　　　　   融
 ・クイックボード ○  ◎ ○�

 　（ex.株価表示用ディスプレイ）�
F
　　　　     

A ・産業機械用ディスプレイ ○  ○ ○　◎�
イ ン テ リ ア  ・絵画、水槽 ○  ◎�
A　V（今 後） ・テレビ ○ ○ ◎ ○  ◎�
O　A（将 来）・ワークステーション用モニタ ○  ◎�
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